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………＠健康ふくしまつ免珊健

　10月29日、保健福祉センターにおいて、

　「第20回健康ふくしまつり」が開催されま

した。

　保健事業功労者・福祉功労者等の表彰に

つづき、今回は20回目を記念し、エコ風船

飛ばしを行いました。　（関連記事２～３頁）
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1
0
月
2
9
日
、

「
第
2
0
回
健

ン
タ
ー
に
お
い

つ
り
」
が
開
催
さ
れ

5kmの健康ウォークに出発するみなさん-

　
ま
つ
り
の
開
始
と
と
も
に
行
わ
れ

た
表
形
式
で
は
、
保
健
事
業
功
労
者
・

福
祉
功
労
者
、
３
歳
見
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
死
者
等
の
み
な
さ
ん

に
表
形
状
や
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
回
目
を
記
念
し
、
表
形

式
の
最
後
に
保
育
園
見
た
ち
に
よ
る
、

エ
コ
風
船
飛
ば
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清水町長による主催者あいさつ

　
当
日
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
、
認
知
症

相
談
、
高
齢
者
の
た
め
の
筋
力
向
上

ト
レ
ー
テ
ノ
グ
、
転
倒
骨
折
予
防
「
ズ

ン
ド
コ
体
操
」
な
ど
高
齢
者
向
け
の

も
の
、
骨
密
度
測
定
、
体
組
成
測
定
、

栄
養
・
健
康
相
談
な
ど
、
健
康
に
関

す
る
も
の
、
そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
よ
こ
」
の
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
ひ
ば
り
の
大
型
紙
芝
居
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
群
読
・
朗
読
な
ど

の
子
育
て
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
介

護
保
険
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
展

示
ヲ
・
Ｉ
・
ナ
ー
な
ど
、
福
祉
関
係
に
つ

い
て
の
も
の
な
ど
、
数
多
く
の
コ
ー

ナ
ー
や
催
し
が
あ
り
、
ま
つ
り
を
訪

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
興
味
を
持
つ
も

の
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
車

イ
ス
・
点
字
・
手
話
な
ど
の
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
体
験
、
献
血
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談
・

大
の
し
つ
け
教
室
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
刃
物
研
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
し
物
と
し
て
、
手
話
サ
ー
ク
ル
、

壬
生
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
に
よ
る
手
話
劇

・
手
話
ヲ
ー
ラ
ス
、
ハ
ン
ド
ペ
ル
演

奏
、
母
親
ク
ラ
ブ
・
ひ
よ
こ
利
用
者

に
よ
る
キ
ッ
ズ
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
円
仁

太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
い

出
し
物
、
加
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
、

み
な
さ
ん
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

車いすでハンディキャップ体験

・
　
医
　
民
１
１
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●
1
0
年
表
彰

　
本
多
　
　
博

　
田
中
　
茂
夫

参
５
年
表
彰

　
高
山
　
盛
夫

　
　
　
　
　
と
も
ひ
と

　
星
野
　
智
仁

神
永
ヨ
シ
子

村
田
　
園
子

３歳時よい歯コンクール表彰

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

高
額
寄
付
者
表
彰

参
1
5
万
円
以
上
の
寄
付
者

　
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

　
行
委
員
会

　
壬
生
町
歌
謡
芸
術
研
究
所
師
範
連

壬南壬伏盟
木
美
佐
恵

生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

生
町
商
工
会
女
性
部

⑩
1
5
万
円
以
上
の
物
品
寄
付
者

　
壬
生
町
立
壬
生
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委

　
員
会

-

認知症に関する講演会血圧測定ズンドコ体操

パネルシアター犬のしつけ教室フリーマーケット

３

　
町
長
表
彰

・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

’
参
健
診
部
門

一
　
加
藤
　
邦
重
　
　
篠
原

一
癖
保
健
組
織
活
動
部
門

一
　
井
上
　
億
夫

参
母
子
保
健
衛
生
部
門

　
大
垣
扶
美
恵

⑩
廃
棄
物
部
門

　
馬
場
自
治
会

澄丈

万

福
祉
功
労
者
表
彰

参
施
設
従
事
者
部
門

　
吉
田
美
紀
子
　
　
玉
億
　
洋
子

　
渾
瀬
　
美
里
　
　
西
村
　
麻
由

　
佐
藤
　
充
孝

参
障
害
者
援
護
功
労
者
部
門

受賞者のみなさん

　
粂
川
　
キ
チ
　
　
鈴
木
　
和
枝

⑩
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
渡
澄
　
　
剛
　
　
山
中
　
一
男

　
中
村
　
焉
明
　
　
大
粟
　
宗
二

　
神
永
　
昭
次

⑩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
植
木
　
長
道
　
　
村
上
　
敬
二

　
植
竹
　
幸
子

福
祉
功
労
者
感
謝
状

參
社
会
福
祉
推
進
者
部
門

　
杉
本
　
　
清
　
　
高
橋
　
弘
行

參
そ
の
他
部
門

　
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

秦
最
優
秀
賞

　
小
林
　
怜
生

命
優
秀
賞

　
高
岩
　
彩
未

秦
優
良
賞

　
飯
島
　
　
祥
　
　
後
藤
　
夏
美

　
高
橋
　
　
和

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

命
最
優
秀
賞

　
高
原
　
尚
子
・
幸
佑

命
優
秀
賞

　
笹
崎
　
史
子
・
真
帆



平成18年度上半期

(平成18年９月30日現在)

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
財
政

状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
納
め
ら
れ
た
税
金

や
国
・
県
支
出
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
財
政
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
年

２
回
（
広
報
壬
生
６
月
・
1
2
月
号
）
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
1
8
年
度
上
半
期

（
平
成
1
8
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
3
0

目
）
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
1
8
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
１
０
１
億
７
千
万
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
２
回
の
補
正
を
行
い
、

９
月
3
0
日
現
在
の
予
算
額
は
１
０
３

億
４
、
８
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
特
別
会
計
で
は
公
共
下
水

道
事
業
で
２
回
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
水
道
事
業
で
そ
れ
ぞ
れ
１

回
の
補
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

40

(収入率51.8％)

　　　　　　30

53億5,882万5千円

10　　　　　　　　　20

収入済額

27億5,459万4千円

用意3,054万7千円

……　予算現額

㎜上半期収入・支出額

4､242万円

　7､836万8千円5千円

5億1,497万1千円

1億9,951万8千円

　2億1,056万4千円

円
　
円
　
円

０
　
０
　
０

1億3,893万1千円

　　　　762万8千円

　　6,308万3千円

1億2,807万3千円■

　　6,913万1千円

　rt’　｀y　x・　　　F-
　一回診回　　　二　　　゛二回｡
胆回……7　4.目朧
　１　　旦;･　；　　　　　■●
　　　　ぬ謬謳剽訟諒言器皿旋晟|

2,214万6千円円

O円

16,023万7千円

11億2,683万1千円『忿怒鰯

　2億8,277万5千円

3億7,164万5千円｜

　3,968万8千円

1,659万4千円

680万2千円

578万円

ゴルフ

460万7千円
二回ﾚj

782万1千円11　5億130万3千円

5億7､873万7千円

4千司
不
一
糊
�
１
１
一
局
科
■

1億9,470万5千円

584万4千円

3万2千円

35万1千円

　　10

(執行率31.9％)

　　　　20

32億9,829万7千円

　30

支出総額

4050億

『
歳
出
の
主
な
内
容

（
活
用
の
さ
れ
方
）
に
つ
い
て
』

○
歳
出
予
算
に
は
、
そ
の
目
的
ご

と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
が
あ
り

ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明

し
ま
す
。

　
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特

に
関
係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ

る
経
費
で
、
本
庁
舎
・
出
先
機
関

等
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
や

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整

事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に
要
す

る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費

　
住
民
の
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定

し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必

要
な
経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福

祉
、
身
体
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児

童
福
祉
及
び
災
害
救
助
関
係
の
経
費

等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
環
境

を
保
持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健

康
増
進
・
医
療
の
充
実
及
び
環
境

の
保
全
等
に
要
す
る
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に

要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の

４

歳入

科目と予算額

歳出

科目と予算額



しました。

※収支の不足額は、

　しました。

町税の内訳

※収支の不足額は、一般会計から運用

　しました。

予算現額 収入済額

町民税 19億398万円 9億562万8千円

固定資産税 20億9,643万2千円 15億3,719万4千円

軽自動車税 5√184万2千円 5,016万8千円
　　　　　%%%%♂　〃]町たばご税こぐ 2億工860万円］ ……託縮1万,4,天目

都市計画税 2億7,059万8千円 1億6,267万円

合計 45億4,145万2千円 27億5,459万4千円

税の負担状況 (単位：円)

町民税 [回定資産税 軽自動車税 町たばこ税 都市計画税

905,628 1,537,194 50,168 98,934 162,670

巴　1;;回

T原沢 22,718 38,561 1,258 2,482 4,081

　一き･･

１世帯当たり

200,000円

65,754 111,609 3,642 7,183 11,811

(平成18年４月１日現在　人口:39,864人／世帯数:13,773世帯)

５

　　　水道事業

●収益的収支
　収入予算額

　収入済額

　支出予算額

　支出済額

●資本的収支

　収入予算額

　収入済額

　支出予算額

　支出済額

5億7,043万7千円

　2億238万3千円

　5億690万7千円

1億3,038万2千円

　　1億9,993万円

　　1,845万7千円

5億1,521万7千円

1億9,201万3千円

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する

　額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

地方債現在高

各
種
支
援
及
び
観
光
事
業
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

倍
‐
土
木
費

　
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費

　
小
中
学
校
教
育
の
実
施
・
充
実
、

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
芸

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
債
費

　
町
債
の
元
金
の
返
済
と
、
利
息

の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

-

-



植
竹
収
入
役
を
団
長
と
す
る
第
８
次
壬
生
町
海
外
行
政

視
察
団
１
９
名
が
、
１
０
月
２
日
か
ら
‥
日
日
ま
で
の
１
０
日
間
。

　
「
教
育
問
題
・
環
境
問
題
」
の
課
題
に
つ
い
て
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
の
両
国
を
視
察
し
、
現
場
の
状
況
を

見
聞
し
理
解
と
認
識
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

｢発見のモニュメント｣前にてリスボン

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
鉄
砲
伝
来
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
古
く
か
ら
日
本
と
の

交
易
が
行
わ
れ
て
お
り
、
西
洋
文
化

を
伝
承
す
る
な
ど
、
関
係
は
深
く
、

米
の
消
費
も
多
く
魚
料
理
も
あ
り
親

近
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　
気
候
が
温
暖
で
住
み
良
い
た
め
、

移
民
者
も
多
く
住
宅
不
足
や
学
校
の

就
学
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
リ
ス
ボ
ン
市
の
ア
ン
ト
ニ
エ
ッ
タ
ロ
ー

レ
ン
ス
公
立
小
学
校
を
訪
問
し
、
校

長
・
副
校
長
の
応
対
に
よ
り
、
教
育

現
場
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　
校
内
を
見
学
し
た
後
、
質
疑
応
答

の
時
間
で
は
、
各
団
員
か
ら
教
育
制
度

・
児
童
の
送
迎
や
校
外
活
動
・
い
じ

め
等
日
本
で
の
問
題
を
通
し
た
様
々

な
、
質
問
と
意
見
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
の
教
育
目
標
と
し
て
、
「
子

供
の
怪
我
を
な
く
そ
う
」
を
掲
げ
指

導
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
国
歌
・
国
旗

の
掲
揚
等
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

玄
関
ホ
ー
ル
に
は
、
Ｅ
Ｕ
・
国
旗
等

が
掲
げ
て
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

歴
史
は
教
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
は
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

教
科
書
は
有
償
な
た
め
、
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
を
付
け
犬
切
に
使
用
し
、
ま
た
、

制
服
は
、
私
立
の
学
校
は
在
り
ま
す

が
、
公
立
学
校
は
無
い
と
い
う
事
で

し
た
。

　
学
校
へ
の
児
童
の
送
迎
、
校
外
活

動
は
、
家
庭
・
地
域
が
行
っ
て
い
て
、

放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
有
料
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
低
学
年

は
女
性
が
多
く
、
高
学
年
は
男
性
が

多
く
な
っ
て
い
て
、
定
年
は
6
5
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
を
学
校
に
来
さ
せ
る
よ
う
、

親
を
指
導
す
る
先
生
も
配
置
さ
れ
、

ま
た
、
障
が
い
者
の
い
る
ク
ラ
ス
に
は
、

補
助
者
を
つ
け
て
粉
薬
を
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
は
、
低
学
年
で
は
少
な
い

が
高
学
年
で
は
多
い
そ
う
で
す
。

　
休
み
時
間
に
は
、
児
童
と
の
笑
顔

の
交
流
が
行
な
わ
れ
、
言
葉
は
わ
か

ら
な
く
て
も
有
意
義
な
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

アントニエッタローレンス公立小学校

　
ロ
カ
岬
ヽ
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
ス
修
道
院
ヽ
　
６

発
見
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
世
界
遺
産

の
街
シ
ン
ト
ラ
を
視
察
、
ま
た
、
民

族
舞
踊
「
フ
ァ
ド
」
を
鑑
賞
し
素
晴

ら
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

□力岬

　
情
熱
の
国
ス
ペ
イ
ン
は
1
5
世
紀
か

ら
1
7
世
紀
に
か
け
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス

の
新
大
陸
発
見
等
に
よ
り
、
勢
力
を

新
大
陸
に
向
け
、
栄
華
の
と
き
を
迎

え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
王
の
覇

権
争
い
や
植
民
地
の
独
立
・
内
乱
等

が
あ
り
、
激
動
の
歴
史
を
歩
み
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
カ
ル
ロ
ス
ー
世
の
も

と
、
自
治
共
同
体
国
家
と
し
て
民
主

化
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
役
所
環
境
局
を
訪

問
し
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。



バルセロナ市　環境局

　
ご
み
収
集
は
紙
類
・
ビ
ン
等
の
分

別
コ
ン
テ
ナ
が
、
す
べ
て
の
通
り
に

設
置
し
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

ご
と
に
毎
日
収
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
飲
食
店
の
ご
み
は
、
別
の
コ
ン

テ
ナ
に
よ
り
業
者
が
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
家
具
等
の
大
き
な
ご
み
も
無
料
で

収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、
ま

た
、
有
機
物
は
、
収
集
日
が
決
め
ら

れ
、
３
箇
所
の
エ
コ
パ
ー
ク
に
集
め

ら
れ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
作
り
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
新
し
い
街

づ
く
り
と
し
て
、
海
岸
の
地
域
で
は

ダ
ク
ト
を
利
用
し
た
風
圧
に
よ
る
分

別
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
は
、
企
業
の
責
任
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
等
の
違
反
に
つ
い
て
は
、

一
般
市
民
に
は
、
罰
則
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
商
店
等
事
業
者
に
は
罰
金
が

-

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
分
別
の
決
ま
り
等
に
つ
い
て
は
、

守
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
、
市

民
の
ご
み
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ゴミ収集の様子バルセロナ

　
マ
ド
リ
ッ
ド
で
は
、
ペ
ラ
ス
ケ
ス
、

ゴ
ヤ
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
等
の
名
作
が

展
示
し
て
あ
る
プ
ラ
ド
美
術
館
、
ス

ペ
イ
ン
広
場
等
を
視
察
、
コ
ル
ド
バ

ヘ
は
、
ス
ベ
イ
ン
新
幹
線
に
よ
る
移

動
で
、
世
界
遺
産
メ
ス
キ
ー
タ
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が
共
存

す
る
め
ず
ら
し
い
建
物
、
ベ
ラ
ン
ダ

を
花
で
飾
り
付
け
た
旧
ユ
ダ
ヤ
人
街

等
が
印
象
的
で
し
た
。

　
グ
ラ
ナ
ダ
で
は
、
夕
食
後
、
洞
窟

で
フ
ラ
メ
ン
コ
と
夜
景
を
楽
し
み
、

世
界
遺
産
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
は
、

イ
ス
ラ
ム
芸
術
の
最
高
傑
作
と
い
わ

れ
る
建
物
で
、
当
時
の
王
様
の
偉
大

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
セ
ル
ビ
ア
で
は
、
世
界
遺
産
カ
テ

ド
ラ
ル
、
ヒ
ラ
ル
ダ
の
塔
、
ス
ペ
イ

ン
広
場
等
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、

フ
ラ
メ
ン
コ
の
発
祥
の
地
で
迫
力
満

点
の
フ
ラ
メ
ン
コ
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

を
鑑
賞
し
、
そ
の
迫
力
に
感
激
し
ま

し
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
ガ
ウ
デ
ィ
が

建
設
に
参
画
し
た
「
サ
グ
ラ
ダ
・
フ

ァ
ミ
リ
ア
」
は
、
現
在
も
工
事
中
と

い
う
こ
と
で
、
壮
大
な
計
画
に
感
嘆

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
譲
地
と

し
て
遺
ら
れ
た
、
グ
エ
ル
公
園
は
、

Ｉ
戸
の
み
分
譲
し
、
残
り
は
公
園
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
後
、
観
光
に
力
を
い
れ
、
街
の

活
性
化
を
園
っ
て
い
ま
す
。

　
両
国
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ

Ｕ
）
加
盟
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
基
準
に
添
っ

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
あ
た
ら

し
い
街
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
ま
た
、

黄
金
時
代
の
華
や
か
な
王
宮
や
寺
院

等
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
大
切
に
保

存
し
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
観
光

客
を
招
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
海
外
行
政
視
察
を
通
し
て
団

員
各
位
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
育
問
題
・

環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、
行
政
は
も

と
よ
り
家
庭
・
地
域
の
結
び
つ
き
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認
識
さ
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
視
察
の
貴
重
な
体
験
を
活
か

し
こ
れ
か
ら
の
、
町
づ
く
り
に
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
視
察
中
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

予
定
の
視
察
研
修
が
で
き
ま
し
た
が
、

最
後
に
体
調
を
崩
し
た
団
員
は
、
回

復
を
待
っ
て
の
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
今
回
の
海
外
行
政
視
察

に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
者
並
び
に
町
当
局
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
８
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団

　
　
　
　
　
　
団
長
　
植
竹
勝
美

バルセロナ　サグラダ･ファミリア

　　　　　　　　(聖家族教会)

第
８
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団

　
　
　
団
員
名
簿
（
1
9
名
）

団
　
長

雨
団
長

団
　
員

植
竹
　
勝
美

池
　
節
子

赤
羽
根
　
清
治

池
田
報

石
黒
　
幸
子

小
川
　
キ
ヌ
子

押
久
保
　
俊
明

こ
せ
き

小
関

軽
部

黒
川

斎
藤

坂
田昌゛

　
　
　
　
中
川

　
　
　
　
細
井

　
　
　
　
矢
野

事
務
局
　
鈴
木

敏
美
知
子
正
邦
敦
子

賓昇

　一

文
雄
和
江
渕
扶
敬
一
房
子
平
八
郎

　バルセロナ　コロンブスの塔
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消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火
。

　
壬
生
町
消
防
団
（
鈴
木
正
美
団
長
・
団
員
２
０
３
名
）
に
よ
る
壬
生
町
消
防

団
通
常
点
検
が
、
１
１
１
１
月
2
3
日
、
町
総
合
運
動
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
関
係
殉
識
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
人
員
並
び
に
服
装
点
検
、
機

械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
及
び
放
水
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
の
後
、
清
水
英
世
町
長
よ
り
「
本
日
の
点
検
を
見
て
、
４
万
町
民
の
生

命
財
産
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
」
と
の
訓
示
が

あ
り
、
読
い
て
、
永
年
動
読
者
や
退
団
者
、
消
火
協
力
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
蘭
学
通
り
に
場
所
を
移
し
、
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、
分
列
行
進

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
列
行
進
の
先
頭
に
は
、
と
お
り
ま
ち
保
育
園
・
森
の
子

保
育
園
の
園
児
た
ち
が
拍
子
木
を
叩
き
「
大
の
用
心
」
の
声
を
発
し
な
が
ら
歩
き
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

表
彰
者
（
敬
称
略
）

栃
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

づ
勁
続
章
1
0
年

第
三
分
団
第
一
部
団
員
　
野
渾
　
忠
則

第
三
分
団
第
五
部
団
員
　
渡
辺
政
人

服装点検

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
８
年

第
二
分
団
分
団
長

第
三
分
団
副
分
団
長

第
一
分
団
第
一
部
団
員

第
三
分
団
第
四
部
団
員

第
三
分
団
第
五
部
団
員

Ｏ
勤
続
章
５
年

第
二
分
団
第
三
部
部
長

第
三
分
団
第
三
部
部
長

第
三
分
団
第
四
部
部
長

第
二
分
団
第
三
部
班
長

第
三
分
団
第
一
部
班
長

第
三
分
団
第
三
部
班
長

口紅

田
村
清
水
梅
山

出
目
田
中
西
村
杉
山

健

一

正

美

敏
昭

陽
司

光
昭

健
一
あ
さ
お

朝
生

鈴
木
　
武

　
　
　
み
よ
し

渡
逼
三
代
史

第
三
分
団
第
四
部
班
長

第
一
分
団
第
二
部
団
員

第
一
分
団
第
二
部
団
員

第
一
分
団
第
四
部
団
員

第
一
分
団
第
四
部
団
員

第
一
分
団
第
四
部
団
員

第
一
分
団
第
五
部
団
員

第
二
分
団
第
二
部
団
員

第
二
分
団
第
二
部
団
員

第
二
分
団
第
二
部
団
員

第
三
分
団
第
一
部
団
員

第
三
分
団
第
一
部
団
員

第
三
分
団
第
二
部
団
員

第
三
分
団
第
四
部
団
員

第
三
分
団
第
四
部
団
員

第
三
分
団
第
四
部
団
員

臼
井
　
康
之

　
　
ち
か
し

白
久
千
可
司

近
藤
　
勝
彦

橋
本
　
誠
二

黒
川
　
勝
宏

ハ
重
樫
善
彦

田
中
　
久

早
川
　
和
文

早
乙
女
和
弘

江
田
　
英
郎

刀
川
　
治
久

中
川
　
雅
史

　
　
　
や
す
は
る

出
田
　
康
治

中
島
　
巌

粂
川
　
義
仁

粂
川
　
肇

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
第
三
分
団
第
一
部

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
五
郎

壬
生
町
長
表
彰

○
勤
続
章
1
0
年

第
三
分
団
第
一
部
団
団
］
　
野
渾
　
忠
則

第
三
分
団
第
五
部
団
員
　
渡
辺
　
政
人

Ｏ
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
と
同
じ
）

Ｏ
優
良
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
一
部

　
　
　
　
　
　
第
三
分
団
第
一
部

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
五
郎

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
五
部

○
努
力
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
一
部

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
三
部

感
謝
状
贈
呈

Ｏ
平
成
１
７
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
橋
本
匡
弘
　
他
4
4
名

Ｏ
消
火
協
力
者

有
限
会
社
高
田
工
務
店

橋
本
　
喜
夫

橋
本
　
康
宏

永年勤続者に勤続章･功績章消火協力者に感謝状

Ｏ
火
災
時
井
戸
提
供
者

高
稿
　
敏
男

篠
原
　
稔

Ｏ
内
助
の
功
表
彰

団
員
　
野
滞
忠
則
　
令
夫
人
　
佳
子

分列行進分列行進のあとは放水体験等を行いました　　分列行進を子どもたちが先導

８
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壬
生
町
農
業
委
員
会
で
は
、
去
る

1
0
月
2
3
日
か
ら
2
4
日
の
２
日
間
遊

休
農
地
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
南
会
津
町
農
業
委
員
会
」

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
南
会
津
町
農
業
委
員
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
南
会
津
町
は
、
福
島
県
南
西
部
に

位
置
し
本
年
３
月
田
島
町
・
舘
岩
村
・

伊
南
村
・
南
郷
村
が
合
併
し
た
ば
か

り
の
町
で
、
土
地
の
約
9
5
％
が
森
林

で
あ
り
、
耕
地
面
積
２
。
８
８
９
μ
、

農
家
戸
数
１
。
９
１
９
戸
の
農
山
村

地
域
の
町
で
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
遊
休
農
地
の
面
積
は
２
０
５
貿

に
及
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
、
平
成

1
6
年
度
か
ら
県
の
補
助
を
受
け
、
町

と
農
業
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
７

月
第
１
日
曜
日
を
「
一
斉
耕
起
の
日
」

と
定
め
、
全
農
家
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
地
域
▽
凡
と
な
っ
て
遊
休
農
地

の
耕
起
・
畦
畔
の
草
刈
り
：
水
路
の

確
保
等
の
作
業
を
一
斉
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
沿
い
等
の
目
立
つ
遊

休
農
地
を
農
業
委
員
全
員
で
耕
起
し
、

ひ
ま
わ
り
・
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
、

自
ら
遊
休
農
地
解
消
に
努
め
て
い
孝
司

　
更
に
、
こ
の
地
域
で
は
地
元
の
建

設
業
者
が
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上

げ
、
ア
ス
パ
ラ
・
そ
ば
・
き
の
こ
等

の
栽
培
に
取
り
組
み
、
遊
休
農
地
解

消
に
Ｉ
役
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
も
今
年
で
３
年
目

を
迎
え
、
一
斉
耕
起
の
日
も
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
1
8
年
度
の
解
消
分
は
3
0

・
５
貿
で
す
が
、
担
い
手
そ
の
も
の

が
少
な
い
た
め
、
新
た
に
利
用
集
積

さ
れ
た
耕
地
面
積
が
増
え
な
い
状
況

で
す
。

　
壬
生
町
に
お
い
て
も
、
後
継
者
確

保
が
で
き
ず
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
更
に
不
在
地
主
が
多
く
な

り
、
遊
休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
荒
廃
防
止
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、
除
草
・
耕
起
の
お

願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
が
耕

作
で
き
な
い
状
態
に
な
る
前
に
担
い

手
に
利
用
集
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ

れ
以
上
遊
休
農
地
を
出
さ
な
い
方
向

へ
結
び
つ
け
て
い
く
取
り
組
み
が
更

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
の
研
修

を
通
じ
実
感
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
Ｊ
Ａ
会
津
フ
ル
ー
ツ

ラ
ン
ド
北
会
津
で
は
、
観
光
果
樹
や

産
地
直
送
の
取
り
組
み
を
す
る
ほ
か
、

旧
北
会
津
村
か
ら
の
補
助
を
受
け
農

産
加
工
所
を
建
設
し
、
他
産
地
に
は

な
い
特
徴
あ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
様
子
を
研
修
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題

で
あ
り
、
数
年
後
に
は
数
軒
の
農
家

が
樹
木
を
伐
採
せ
ざ
る
を
得
な
い
現

状
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
会
津
若
松
市
内
に
お
い

て
、
会
津
そ
ば
ト
ピ
ア
会
議
会
長
の

唐
橋
宏
氏
の
貴
重
な
講
話
を
拝
聴
し

ま
し
た
。

　
会
津
地
方
で
は
町
お
こ
し
に
よ
っ

て
、
そ
ば
文
化
が
産
業
へ
と
変
化
を

遂
げ
ま
し
た
。
平
成
３
年
に
1
3
市
町
・

6
8
団
体
が
一
致
団
結
し
て
日
本
一
の

そ
ば
の
郷
づ
く
り
を
目
指
し
「
会
津

そ
ば
ト
ピ
ア
会
議
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
そ
ば
の
勉
強
会
・
　
「
日
本
新

そ
ば
祭
り
」
等
の
数
々
の
大
規
模
な

イ
ペ
ン
ト
を
間
催
し
、
ま
す
ま
す
会

津
の
そ
ば
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
年
間
1
5
万
人
と
観
光
客
が
増
え
た

こ
と
で
、
農
家
と
の
共
存
共
栄
も
実

現
し
、
そ
ば
の
作
付
け
面
積
も
増
加

し
、
北
海
道
に
次
ぐ
国
内
第
２
位
の

そ
ば
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
３
。
５

０
０
認
で
作
っ
た
そ
ば
を
、
１
。
８

０
０
ト
ン
ほ
ど
地
元
で
消
費
し
、
ま

さ
に
地
産
地
消
そ
の
も
の
で
す
。

　
行
政
の
垣
根
を
越
え
、
広
域
連
携

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
農
業
委
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

９



健
康
だ
よ
り

　
師
走
に
入
り
朝
夕
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
コ
タ
ツ
に
入
っ
て
み
か
ん
を
食
べ
る
の
も
冬
の
風
景
で
す
が
、

脳
卒
中
が
多
い
の
も
こ
の
時
季
で
す
。

　
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
厚
生
労
働
省
は
「
１
に

運
動
　
２
に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　
最
後
に
ク
ス
リ
～
良
い

生
活
習
慣
は
気
持
ち
い
い
～
」
の
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
事

業
が
展
開
さ
れ
、
ま
た
、
1
0
月
に
は
「
食
生
活
改
善
普
及
月
間
」

で
国
民
一
人
ひ
と
り
の
食
生
活
改
善
に
対
す
る
自
覚
を
高
め
、

日
常
生
活
で
の
実
践
を
促
進
す
る
た
め
に
、
全
国
で
普
及
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

晋
碁
唇
土
韓
ろ
堂
￥
1
￥
）

上
を
デ
圭
マ
に
勝
ｔ
」
＼
…
…
…
…
－
－

　
～
J
/
％
y
o
　
u
z
x
J
.
.
.
.
.
.
.
.
7
7
｡
7
｡
‐
4

　
わ
が
町
で
も
９
月
と
1
0
月
の
２
日
間
、
下
都
賀
郡
市
医
師

会
と
町
主
催
で
総
合
司
会
松
本
幸
三
先
生
の
も
と
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
９
月
1
9
日
に
症
状
か
ら
み
た
生
活
習
慣
病
で
危

険
な
症
状
の
見
分
け
方
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
町

保
健
課
・
宇
山
、
益
田
俊
英
先
生
、
荒
川
博
先
生
、
小
倉
健
夫

先
生
、
陣
内
秀
明
先
生
、
大
橋
裕
二
先
生
の
６
名
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
1
0
月
1
7
日
、
栄
養
・
運
動
指
導
～
生
活
習
慣
病

予
防
に
お
け
る
栄
養
と
運
動
～
で
石
田
基
雄
先
生
、
大
久
保
義

則
先
生
、
西
山
宏
宗
先
生
、
多
高
直
衛
先
生
の
講
話
と
運
動
指

導
士
の
小
室
史
恵
氏
、
栄
養
士
の
渡
辺
愛
子
氏
の
実
技
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
諸
先
生
方
の
講
話
よ
り
抜
粋
い
た
し
ま
す
。

栃
木
県
と
壬
生
町
の
生
活
習
慣
病
の
現
状
　
宇
山

生
活
習
慣
病
と
は

　
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、
休
養

の
取
り
方
、
嗜
好
な
ど
の
生
活

習
慣
が
か
か
わ
る
疾
病
で
、
死

因
を
み
る
と
6
0
％
。
が
ん
や
高

血
圧
、
糖
尿
病
が
医
療
費
の
4
1

％
を
占
め
て
い
る
。

霊認雷JI慧．．

　　　　.‥..感性新生物
　…………………/2'‘

モの他　ｉ

　５９％　９

…………………，’¶

　．　・　．･･ ｌ

　
栃
木
県
の
平
成
1
5
年
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
（
標
準
化
死
亡
比
）
を
み

る
と
、
脳
血
管
疾
患
は
、
女
性
は
日
本
一
、
男
性
は
３
番
と
い

う
不
名
誉
な
数
字
で
心
疾
患
も
多
い
。

生
活
習
慣
病
と
は

不適切な生活習慣により進み

生活習慣の改善によって

予防ができる病気

参糖尿病

参高尿酸血症､痛風

・骨粗超症

参歯周病

參がんなど

益
田
先
生

参高脂血症

参呼吸器疾患

参肝機能障害

参胃､十二指腸潰瘍

参師炎

参高血圧

參肥満

参動脈硬化

参脳血管障害

参虚血性心疾患

症
状
か
ら
み
た
心
血
管
疾
患

荒
川
先
生

虚
血
性
心
疾
患

　
心
臓
の
筋
肉
の
栄
養
血
管
で
あ
る
冠
状
動
脈
の
動
脈
硬
化
に

よ
り
血
管
の
中
が
狭
く
な
り
、
心
筋
へ
の
必
要
な
血
液
の
供
給

不
足
や
血
栓
を
形
成
す
る
。

-

　
症
状

　
突
然
の
前
胸
部
中
央
か
ら
胸
全
体
の
痛
み
、
し
め
つ
け
ら
れ

る
感
じ
、
重
苦
し
さ
、
時
と
し
て
首
～
左
胸
～
上
腕
部
へ
放
散

す
る
。
冷
や
汗
、
吐
き
気
、
息
苦
し
さ

症
状
か
ら
見
み
た
脳
血
管
疾
患

小
倉
先
生

　
脳
血
管
の
塞
栓
や
破
裂
に
よ
り
、
突
然
に
急
激
な
脳
循
環
障

害
を
発
症
さ
せ
意
識
障
害
や
上
下
肢
の
麻
疹
を
呈
す
る
。
総
し

て
脳
卒
中
と
呼
ば
れ
る
。

　
症
状

　
意
識
障
害
や
食
事
中
に
箸
を
落
と
し
た
り
歩
こ
う
と
し
て
も

力
が
入
ら
な
い
運
動
麻
疹
、
呂
律
が
ま
わ
ら
な
い
、
舌
が
も
つ

れ
る
な
ど
の
言
語
障
害
、
突
然
の
激
し
い
頭
痛
や
吐
き
気
、
め

ま
い
な
ど
。

症
状
か
ら
み
た
高
血
圧
・
高
脂
血
症
　
陣
内
先
生

・
正
常
血
圧

　
　
高
齢
者

　
　
若
年
：
甲
年
老

　
　
糖
尿
病
・
腎
臓
障
害
者

　
症
状

１
４
０
／
９
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

１
３
０
／
８
５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

１
３
０
／
８
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

　
特
に
症
状
は
な
く
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

・
高
脂
血
症

　
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
中
性
脂
肪

症
状

２
２
０
ｍ
ｍ
ｇ
以
上

１
４
０
ｍ
ｍ
ｇ
以
上

　
４
０
ｍ
ｍ
ｇ
以
下

１
５
０
ｍ
ｍ
ｇ
以
上

　
一
般
的
に
自
覚
症
状
は
な
く
、
検
診
や
他
の
随
伴
検
査
で
発

見
さ
れ
る
。
ま
た
、
関
節
、
特
に
膝
関
節
部
に
結
節
性
の
コ
ブ
、

父
上
眼
瞼
に
黄
色
の
斑

10



症
状
か
ら
み
た
糖
尿
病
・
肥
満

大
橋
先
生

糖
尿
病
と
は

　
血
液
中
の
糖
量
を
制
御
す
る
た
め
、
す
い
臓
か
ら
放
出
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
産
生
さ
れ
な
い
状
態

空
腹
時
血
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
ｌ
ｃ

症
状

１
２
６
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
以
上

６
％
以
上

　
の
ど
か
渇
き
、
特
に
就
寝
中
に
水
を
飲
み
た
く
て
目
が
覚
め
る
、

お
で
き
が
で
き
や
す
い
。
傷
が
治
り
に
く
い
。

　
異
常
な
空
腹
感
、
目
の
か
す
み
な
ど
。

　
３
大
合
併
症
と
し
て

　
神
経
障
害
（
手
足
先
の
シ
ビ
レ
や
冷
え
）
、
網
膜
症
（
失
明

原
因
の
第
１
位
）
、
腎
障
害
（
人
工
透
析
の
必
要
に
な
る
第
１
位
）

　
動
脈
硬
化
の
促
進
因
子
（
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
）

眼
疾
患
と
生
活
習
慣
病

－

－

‐

－

城
山
先
生

糖
尿
病
性
網
膜
症

　
血
糖
値
が
高
い
と
、
眼
の
網
膜
血
管
壁
に
血
液
循
環
が
低
下

し
出
血
、
白
斑
、
浮
腫
な
ど
の
病
変
を
き
た
し
、
あ
る
期
間
以

上
続
く
と
視
力
が
著
し
く
傷
害
さ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｉ
゛
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ぃ
、
　
、
～
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生
活
習
禰
病
多
初
根
呑
瀋
床
唇
刄
漂
働
」

生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子

｜

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は

　
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、

高
脂
血
症
・
高
血
圧
・
高
血
糖

な
ど
の
危
険
因
子
を
あ
わ
せ
持

つ
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
が
二
つ

以
上
重
な
っ
て
い
る
場
合
軽
度

石
田
先
生

　　内臓脂肪型肥満

2つ以上　　＋

○高脂血症〉中性脂肪150mg/�

　　　又は

　　　　＜HDLコレ40mg/�

○高血圧　〉130nH9

　　　又は

　　　　〉85㎜H9

0高血糖　〉110mg/�（空腹時）

~ミ／

で
あ
っ
て
も
動
脈
硬
化
に
進
む
危
険
率
が
高
く
、
２
項
目
以
上

当
て
は
ま
る
と
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

食
塩
の
危
険

大
久
保
先
生

　
食
塩
を
多
く
と
る
と
、
血
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
を
一
定
に
保

と
う
と
体
内
の
水
分
が
増
え
、
血
液
量
が
増
加
し
て
血
圧
が
上

が
り
ま
す
。

　
目
標
は
１
日
に
1
0
グ
ラ
ム
以
下

　
日
本
人
の
平
均
の
食
塩
摂
取
量
は
‥
‥
‥
］
グ
ラ
ム

　
栃
木
県
平
均
1
2
グ
ラ
ム

　
減
塩
す
る
と
確
実
に
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
発
病
を
抑
制
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
工
夫
が
必
要

｜

！

Ｉ

　
肥
満
の
危
険

　
太
っ
て
い
る
と

血
圧
が
上
昇
す
る

ば
か
り
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
習

慣
病
の
も
と
と
な

り
ま
す
。

西
山
先
生

　　　　ｽﾞ　㈱

/

i

運
動
不
足
の
危
険

多
島
先
生

　
便
利
に
な
っ
た
現
代
社
会
。
日
常
生
活
の
活
動
量
は
減
り
、

さ
び
つ
き
、
生
活
習
慣
病
の
温
床
に
な
る
た
め
、
適
度
な
運
動

が
必
要
で
す
。
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
に
は
、
身
体

を
こ
ま
め
に
動
か
し
、
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　
f
4
~
g
2
、
ｕ
、
'
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
'
‐
v
y
‐
]
T
T
‐
"
y
T
%
/
T
V
7
v
{
Y
y
y
y
“
t
y
r
％
．
4
t
N
＿
/
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奮
酒
１
渥
一
座
嬰
遠
忌
康
一
が
⑤

｜

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
Ｉ
・

　
塩
分
は
１
日
1
0
ｇ
以
下
に
！

回S踊回゛糖質性エネルギーの供給源

運
動
の
実
践

　
　
「
老
化
は
足
か
ら
」

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
水
泳
な
ど
の
有

酸
素
運
動
が
効
果

的
で
す
。

姿
勢
正
し
く
歩
き

市
’
し
ょ
ヽ
っ
。

主食

と
言
わ
れ
ま
す
。

渡
辺
先
生

小
室
先
生

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

予
防
す
る
に
は

　
・
予
防
接
種
を
し
よ
う
。
（
6
5
歳
以
上
は
無
料
）

　
：
っ
が
い
、
手
洗
い
＆
人
ご
み
を
歩
く
と
き
は

　
　
マ
ス
ク
を
使
用
し
よ
う
。

問
合
せ
先

町
民
生
部
保
健
課
健
康
増
進
係

かり踏み出す

などを使った馴瑞たんぱく貿・脂肪の供岫漏

ａ
8
2
１
３
５
８
８

11

回
目
屁



-

侃だより

　国民健康保険制度は、相互扶助の目的のもとに発足し、今日では欠く

ことのできない医療保険制度の一つです。

今回は、本町の国民健康保険の加入状況、財政状況をお知らせいたします。

＼……レ……j　　十　　＼壬生町国民健康保険の加入状況

　平成17年度末現在の本町における国民健康保険加入植保険者数は15､819人、加入世帯数は7､316世

帯です。町全体に占める割合は、人口で39.8％、世帯数で53.2％となっております。

　国民健康保険の加入者数は微増となっておりますが、内訳では、退職植保険者数が増加し、一般

被保険者と老人保健対象者数が減少しております。これは平成19年10月まで、老人保健対象年齢を

それまでの70歳以上から75歳以上に引き上げていることによるものです。

18,000

　　　人
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13年度　14年度　15年度　16年度　17年度

8,000

　　世帯

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

０

「¬世帯数

-●一枝保険者合計

-X-一般

→一老人

－･一退職

年度　ミ
ご　町全体

町　　　　　国　　　　　保

樹呆険者数 加入率 世帯数 加入率-
披保倹者の防 訳

沃･口 世帯数 一般 退職 老人
１３年度 ３９,８３４ 13,177 １４,７４７ 37.0％ 6,505 49.4％ 9,947 1,520 3,280
１４年度 ３９,８２１ １３,２５８ １５,３２３ 38.5％ 6,738 50.8％ １０,３０９ 1,668 3,346

１５年度 39,811 １３,４７４ 15,560 39,1％ 6,938 51,5％ １０,４８１ 1,873 3,206
１６年度 39,886 １３,６４４ 15,795 39,6％ 7,171 52.6％ １０,４５７ 2,174 3,164
１７年度 39,795 13,761 １５,８１９ 39､8％ ７,３１６ 53.2％ １０,４０３ 2,363 3,053

１



　歳入については、保険税の37.53％と国県等の支出金・交付金48.04％で、合わせて85.57％となり、

歳入の大部分を占めており、歳出については、保険給付費64.91％、老人保健医療への拠出金20.62％、

介護納付金7.00％の合わせて92.53％でそのほとんどを占めています。

　皆様に納めていただく保険税は、国県等からの支出金・交付金とともに、国民健康保険の重要な

財源となっております。

　平成17年度には、税率等の改正をさせていただき、保険税負担額は増加いたしましたが、一方で、

保険給付費も増加しております。必要なときに安心して医療が受けられるためにも、日頃から医療

財源を大切にしなければなりません。

　　　　　繰入金

国保連合会交付金

　　　　県支出金

療養給付費等交付金

国庫支出金

匯‾天つ

国保税

国保連合会拠出金

介護納付金一一－

老人保健拠出金

宵‾副

保険給付費

一人当たり 対前年度比 ―世帯当たり 二　対前年度比

保険税負担額 102,472円 １２１,7％ 223,159円 １１９．６％

保険給付費 221,654円 105.2％ 483,956円 103.3％

　　　ダ　出産育児一時金の支給額を35万円に引き上げまﾃﾞした……

壬生町国民健康保険条例を改正し､平成18年10月１日以後の出産から適用となっています。

　‥‥‥‥‥‥　　　　　　こんなときは､届け出を

●壬生町国民健康保険に加入する場合
事　　　由 その他持参する志の

職場の健康保険を脱退した場合 職場の健康保険喪失証明書

他市町村から転入し､以前の市町村で国保
に加入していた場合

生活保護を受けなくなった場合 保護廃止決定通知書

子どもが生まれた場合 母子健康手帳

●壬生町国民健康保険から脱退する場合

一　　　　　　　　事　　　由 その他持参するもの‥‥‥‥　　　　‥‥‥

職場の健康保険に加入した場合 職場の健康保険証

壬生町から転出する場合

生活保護を受けることになった場合 保護開始通知書

死亡した場合

※上記｢その他持参するもの｣の他、印鑑、身分証明書(運転免許証等)、壬生町国民健康保険証(同じ

　世帯でお持ちの場合)は必ず持参してください。

※外国人登録をし、１年以上の在留期間を決定された方は国民健康保険に加入できます。

○問合せ先　●町民生部保健課　国民健康保険係雲８１－１８３６

へ ､ ノ



　
永
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展
、
福
祉
の
増
進
等
で
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々

を
た
た
え
る
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
式
が
‥
日
月
２
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賃
１
名
、
功
労
賃
１
２
名
、
徳
行
賞
１
名
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

-

受貧者のみなさん

受
賞
者
の
方
々

●
特
別
功
労
賞

●
功
労
賞

（
敬
称
略
）
（
5
0
音
順
）

　
　
小
貫
　
　
眺

●
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
壽
夫

●
1
2
年
以
上
教
育
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
　
節
子

●
1
5
年
以
上
福
祉
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
山
　
静
香

●
2
0
年
以
上
条
例
又
は
規
則
で
設
置
し
た
非
常

　
勤
特
別
職
に
あ
っ
て
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め

　
ら
れ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
正
邦

●
2
0
年
以
上
国
又
は
県
か
ら
の
委
嘱
に
よ
る

　
非
常
勤
の
特
別
職
に
あ
っ
て
功
績
が
あ
っ
た

　
と
認
め
ら
れ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
光

●
前
後
職
を
異
に
し
通
算
に
よ
り
対
象
と
な
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
林
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
　
肇

高小

山林

征?俊

夫丿雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
一
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岐
　
文
告

　
●
2
0
年
以
上
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
成
績

　
　
優
れ
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
年
齢

　
　
5
0
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
公
恵

●
徳
行
賞

　
●
町
に
Ｉ
件
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品
を
寄
附

　
　
し
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
見
　
守
豊

県
審
査
（
第
二
次
審
査
）
で

９
名
が
入
賞

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助

と
す
る
た
め
、
全
国
の
児
童
生
徒
の

み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
第
5
8
回

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
小
・
中
・
高
生
か
ら

総
数
２
、
３
３
４
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
第
一
次
審
査
（
市
町
村
単
位
）

を
通
過
し
た
６
４
１
点
が
第
二
次
審

査
（
県
）
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
Ｉ
１
０
点
に
の

ぼ
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審

査
推
薦
作
品
2
0
点
を
出
品
し
、
そ

の
結
果
、
本
町
で
は
、
入
選
に
２
点
、

佳
作
に
７
点
、
合
計
９
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
連
合
会
入
選
作
品
５
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
入
選

　
吉
田

　
神
永

沿路

八藤

井

小

２

年
心

/へ、
稲

葉

小

５

年

心

14

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル



税
を
知
る
週
間
（
1
1
月
1
1
日
～
1
7
日
）

最優秀賞　斉藤　夢華(壬生北小６年)

心／

裕紀(南犬飼中２年)最優秀賞　山野

　
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
か

ら
募
集
し
ま
し
た
納
税
ポ
ス
タ
ー
標

語
を
、
「
税
を
知
る
週
間
」
［
1
1
月
い
‥
‥
］

日
～
1
7
日
）
に
合
わ
せ
て
、
役
場
住

民
課
窓
□
前
の
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
が
夏
休
み
期
間
中
に
「
納
税
に
間

す
る
ポ
ス
タ
ー
標
語
」
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
族
み
ん
な
で
税
に

つ
い
て
考
え
、
税
に
つ
い
て
よ
り
関

心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

町
内
の
小
学
６
年
生
と
中
学
２
年
生

を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
総
数
６
３
８
点
の
作
品
が

応
募
さ
れ
、
最
優
秀
２
点
、
優
秀
賞

1
0
点
及
び
佳
作
2
8
点
を
表
彰
、
そ

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞

1
2
点
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

闇
闇
回
国
圖

◆
最
優
秀
賞

　
斎
藤
　
夢
華
　
宝
生
北
小
６
年
）

賢特
金
子

七麻圭明ﾗ優
瀬佑･穂･衣

　
谷
ロ
仏
か
射

回
目
周
回

◆
最
優
秀
賞

（
壬
生
小
６
年
）

（
壬
生
小
６
年
）

（
藤
井
小
６
年
）

（
壬
生
来
小
６
年
）

（
睦
小
６
年
）

山
野
　
裕
紀
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

心／

◆
優
秀
賞

　
板
橋
　
　
謙

　
鈴
木
　
美
穂

　
さ
げ
は
し

　
提
橋
　
鮎
美

　
臼
井
　
博
紀

　
渡
辺
　
美
里

（
壬
生
中
２
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
等
で
募
集
し

ま
し
た
中
学
生
の
標
語
は
、
町
内
か

ら
７
３
１
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

優
秀
作
品
６
点
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
、

同
じ
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
栃
木
税
務
署
長
賞

「
納
め
よ
う
　
夢
あ
る
社
会
と

　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
の
た
め
に
」

　
改
築
　
紫
穂
　
（
壬
生
中
３
年
）

「
豊
か
さ
と
　
夢
あ
る
未
来
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
金
で
」

　
大
粟
　
万
実
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

◆
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
宜

「
税
金
で
　
描
く
僕
ら
の
　
夢
の
街
」

　
荒
川
　
祐
美
　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

◆
栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

「
税
金
で
　
よ
り
良
い
未
来
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
笑
顔
」

　
鈴
木
蜘
聡
　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

◆
壬
生
町
長
賞

「
そ
の
税
が
　
光
輝
く
　
未
来
を
作
る
」

　
黒
子
　
真
吾
　
（
壬
生
中
↓
年
）

「
納
税
で
　
目
指
す
は
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り
」

　
粂
川
　
慶
生
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

◆
佳
作

　
小
林

　
本
島

　
臼
井

　
篠
原

　
加
藤

　
粂
川

　
松
本

久
乃

　
舞

ゆ
う
き

悠
記

ひ
ろ
た
か

大
卓

く
る
み

胡
桃

　
遥れ

な

怜
奈

（
壬
生
来
小
３
年
）

（
壬
生
来
小
６
年
）

（
壬
生
北
小
４
年
）

（
羽
生
田
小
６
年
）

（
安
塚
小
６
年
）

（
壬
生
中
１
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

◆
入
選

　
村
井
　
亜
美

　
　
　
　
み
ほ
な

　
佐
藤
美
帆
奈

　
川
俣
　
明
徳

成
田
　
萌
子

橋
本
　
春
菜

上
原
　
卓
也

吉
田
　
百
花

あ
さ
や
ま

麻
山
ま
ど
か

大
西
　
由
姫

津
久
井
　
豊

　
　
　
さ
　
や
か

中
川
早
耶
香

（
壬
生
小
１
年
）
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　町では、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の方に対して、

介護予防・生活支援等の各種事業を提供しています。

　概要は次のとおりです。　　　　　　　　　　_

　介護保険が適用にならないひとり

暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の

方で、日常生活を営むうえで介護が

必要な方にホームヘルパーを派遣し

在宅生活が送れるように援護します。

＊サービスの内容

調理・洗濯・掃除・買い物等の家事

援助。関係機関への連絡・相談・助

言・外出時の付添等。

　・利用回数週２回程度

　介護保険が適用にならない高齢者

の方に、老人保健施設への通所によ

り入浴等のサービスを提供し、心身

機能の維持向上並びに家族の負担の

軽減を図ります。

＊サービスの内容

入浴サービス・健康チェック・送迎

サービス

＊利用料金

利用期間は６か月を限度とし週一回

の利用。利用日時等は実施機関と協

議。入浴サービス・健康チェック・

送迎サービスで自己負担1､000円。

給食サービスは自己負担。

　ひとり暮らし高齢者及び高齢者の

み世帯の方が、日常生活を営む上で

不自由な、家の周りの手入れや除草

等を、シルバー人材センターに委託

して援助します。

＊サービスの内容

・家の周りの手入れ・庭の周りの除

草・庭木の剪定、軽微な修繕等その

他必要と認めるものの援助。

・利用回数週２回程度

・１回３時間程度

　下肢が不自由で、一般の公共交通

機関の利用が困難なため、病院など

への通院が不自由な、ひとり暮らし

高齢者及び高齢者のみの世帯の方に

対し、「利用券」を交付し、外出の

支援を行います。

＊サービスの内容

年１回４月に「利用券」を交付し

ます。医療機関への通院などのため

にタクシーを利用した場合、利用券

が使用でき、料金が半額程度となり

ます。　１か月片道４回まで。

以下の事業も実施しております。詳しくは、

(いずれも町高齢対策謀への申請が必要です。

　寝具洗濯乾燥消毒事業

巾紙おむつ給付事業

翁高齢者家庭介護者助成事業

才配食サービス事業

ｺﾞ｀.1.1介護予防（一般高齢者）事業

　緊急事態に機敏に行動することが

困難な、ひとり暮らし高齢者及び高

齢者のみ世帯の方に安否確認及び緊

急時の連絡に便利な通報システム等

を貸与します。

＊サービスの内容

安否確認に必要なセンサーをドア・

テレビ・冷蔵庫等に取り付け、24時

間態勢で受信センターが見守り、ま

た、ボタンを押すだけで受信センタ

ーに連絡が出来る通報システムを貸

与します。救急時にはセンターが

119香通報してくれます。

＊利用料

1ヶ月2､800円＋消費税（前年度町県

民税非課税世帯は300円＋消費税）

　老人憩いの家「富士見荘」及び「ふ

れあい交流館」にて通所可能な概ね

65歳以上の高齢者に、趣味活動や健

康維持のための運動や楽しい遊びを

通して、生きがいを持っていただく

場を提供し、閉じこもりを予防します。

＊利用日時（祝日･年末･年始を除く）

　老人憩いの家富士見荘

　　毎週木曜日　10:00～15:00

　ふれあい交流館

　　毎週金曜日　10:00～15:00

町高齢対策課へおたずねください

）

　白白問い合わせ先⑩

町民生部高齢対策課

　昔81-1830

生活支援ホームヘルプ事業

日帰り介護(デイサービス)事架

軽度生活援助事業

外出支援サービス事業 生きがい活動支援通所事業



　………「年金」という言葉を耳にしても、若いときは保険料を納めるだけで高齢者になったとき初めてかかわりが

　あるように考えられがちですが、若いときにも意外とかかわりが深いものなのです。

　　公的年金は、自分の老後の支えになるだけでなく、それ以前に自分の親の老後を経済的に支えることになり

　ます。一家の働き手が不幸にして亡くなったときには、遺族年金が支給されますし、思わぬ事故や病気がもと

ニゲで障害が残ったときには、若い人にも障害年金が支給されます。

j……i、公的年金の基本理念である「世代と世代の支え合い」の意味をしっかり認識して、公的年金制度に対する積

j……梱的な理解と参加に努めることが大切です。

ノ公的年金ぺは、自動的に加入できるものではありませんので4………加入手練ｿﾞj;

　きが必要です。

　保険料は20唐から60歯になるまで40年間納めます。

手続きをしても保険料を餉めないと年金を受け取る資格があﾘ＼ません。レ

に
す

○学生納付特例制度

　学生本人の前年所得が一定以下であれば、役場住民課又は両出張所に申請し、

社会保険事務所で承認された期間は未納扱いにはならず、社会人になってから

保険料を納めることができます。

　※扶養親族等がない学生の方の場合、118万円以下

○若年者納付猶予制度
　　　　'r……1　　　　　　　　………｀………………゜……………… W'･｡.il1･･i･IijIJJ-.j ･I°Js－ ※

j゛゛

…

………　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年４月からはa)歳台の若者本人と配偶者の前年所得が一定以下の場合は。

　　　土　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請により保険料を後払いにすることができます。

　　　　７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※扶養親族等がない方の場合、57万円以下

■■㎜･■■㎜㎜㎜㎜■■-･■■■■■･■■■■■■■■■■■■■�∃s圀!l!?!!!!!!1!111!!11111111111.111.‥　・　1
!|l　l　　ﾑごこ:二;ｹﾞﾚ　　　　　　　　　　　　　　　　。　　．ＩＩＩ

　　　瞳　j====;　三白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l:　i　U･｡　

！

即興謬茄Ｔ二百≒

J-･-㎜-■■･■㎜■■■･･jj■･j■■■■■■　　　　■■■■■■■■■■■Jj■-j--■---jj■jljljjj■jj■　　　■　　■
｜　　　∧　●一定の要件を満たしていれば、万一の事故や病気で障害が残ったときでも、障害基礎年金が受けられます。

　闘　プ　＠老齢基礎年金の年金額の計算には入りませんが、受給資格期間に算入されます。

　　。］　＠保険料は、承認を受けた月以降10年以内であれば納めることができます。これを追納といい、３年目からは

　　｡｡;､:　づ==　当時の保険料に一定の額が加算されます。

　　　　万………=　追納すれば、将来受け取る老齢基礎年金額に反映されます。

圓　謹言……゜=ej毎年申請が必要です。

■ljjj■･j････････････････････････････j･････　　････■■皿-jljj■･jj■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■　　　■■■■■■■■■■■･･･・

　　｜　　>　　　　　　　　｡。　　　　　　　、。

､皿　　
］　：　　　　　　　　　　　　　ｌ’　　　　″　　　ｌ　　　ｌ儡　　゜　　“　　　　　！　　　゜　●

通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により当月末振替にすると

１ヶ月あたリ保険料が40円割引されます。

金融機関または社会保険事務所

○問合せ先　●栃木社会保険事務所　国民年金業務課

　　　　　　●町民生部住民課国民年金係

①年金手帳又は納付書

②振替の預金通帳

③通帳の届出印

S22－6074・6075

S81－1827
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多＜の子供たちがイワナつかみ取りに挑戦

わんわんショーでは犬たちがいろいろな芸を披露
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ステージではよさこいなどが行われました

　11月３日、町総合運動公園陸上競技場で「第24回

壬生町総合産業まつり」が盛大に開催されました。

　会場内では、陸上競技場のトラックを囲むように

多くの出店・展示が行われました。ステージでは､開

会セレモニーの後、ちびっ子お囃子、わんわんショー、

ジャンケン大会、よさこい踊り、バンド演奏などが

行われました。

　小さいこども連れの親子は、ミニＳＬやフアフア、

パトカー・消防車展示、丸太切り大会や竹細工作り、

キックターゲットなどに、往ったり来たりで大忙し

でした。イワナのつかみ取りでは、800匹ものイワナ

が次々と水槽に放流されると、子どもたちがイワナ

を追って全身ずぶ濡れになっていましたが、大喜び

の歓声が響いていました。

　また、この日会場で発売された壬生町共通商品券は、

朝早くから長蛇の列ができるほどの人気で、午後１

時には完売となりました。

倚弓尺ｪ-ＩＳ賢一一一ぶ命呑-．娶贈与励容聊河蒼’-゛一息疹=階幄齢殺吟叙雄櫛蒙砂蔭櫛酉菅曹泌壁帯考Ｗ蓼轡傷魯⑩燈器轍面胆密笏壁蓉宍潔曇奇駱惨聯練燦晋参聡櫛辱曽要寺襲参考

□Eヨおもちやフェスティバル開催

　11月３日、おもちや博物館で汀第10回おもちやフェスティバル」

が開催されました。

　　「ふたりはプリキュア　スプラッシュ☆スター」のキャラク

ターショーでは、小さい女の子連れの家族で会場はいっぱいに

なりました。

　博物館前の広場では、プリキュアとのサイン会・握手会も行

われたほか、だるま落としゲームやファファ、各種模擬店も噴

水広場を囲んで出店し、大勢の人で賑わいました。

大好きなキャラクターに子どもたちは大喜び
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地域の話題などをお寄せください 広報広聴係昔81-1814

平成18年秋の叙勲　本町から３名が受章
　秋の叙勲の受章者が発表され、本町から荒川誠一さん（大字上稲葉）、栗原信明さん（大字国谷）、佐

藤精宏さん（本丸二丁目）の３名の方が受章されました。

　　荒川誠一　78歳　地方自治

1978年から連続６期町議会議員を務
め、正副議長を歴任。現町防犯組合

連絡協議会長。
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1977年から24年間、中央町郵便局長

を務める。現町教育委員。

　10月27日、壬生東小学校野球部「壬生東クラブ」が、

関東大会出場の報告に町長室を訪れました。

　壬生東クラブは、10月14 ・ 15日に小山市営向野運動公

園野球場ほかで行われた第８回関東学童軟式野球大会栃

本県予選において見事優勝しました。

　関東大会は、11月18・19日に千葉県鎌ケ谷市内の日本

ハムファイターズ球場において開催され、壬生東クラブ

は見事に３位となりました。

.9’5”””’.’jst一一一一7－、球-ふ2恥心．陪席ｊ．叙ほふQこ脈參心沿海-.･ぶ指示脳病琴、蔀皆恰恰誕ぷ嘔拶汐蔀４兪拶恰む号粂琢-うｉ冨谷Ｗ痕、将応�辿ＳＱ回ｉφ、Ｑ・、Ｗヽ．ｊ、芯･

鈴木正浩さん　文部科学大臣表彰を受賞
　町体育指導委員会長の鈴木正浩さんが、スポーツ振興におけ　　1S､1

る長年の功績により文部科学大臣表彰を受賞することとなり、11　　:…………

月16日に大分県で行われた「第47回全国体育指導委員研究協議会」

の席上、表彰されました。

　鈴木さんは、昭和52年の任命以来20余年の長きにわたり体育

指導委員を務め、現在も県体育指導委員協議会副会長、町スポ

ーツ振興審議会委員、また町家庭婦人バレーボール協会会長と

して、町のスポーツ活動の中心となり活躍しています。
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安塚小学校･=「ひいらぎ集会」開催

　11月22日、安塚小学校で「ひいらぎ集会」が行われました。これ

は集会活動を通して学年の違う児童たちが楽しく仲間づくりをし、

お互いを思いやる心を育てよう、地域の人々とふれあおうという

ものです。開会行事では県推薦の実力を待つ安塚小会削節の発表

もあり、保護者や地域の方々は熱心に聴き入っていました。

　開会行事の後、ふれあい班（１～６年生の縦割り班）ごとのさ

まざまな活動が行われました。子どもたちは、お茶作り、まんじ

ゅう作り、サツマイモ料理、中国料理、そば打ち体験、水エクラ

フト、祈り紙、フラワーアレンジ、はにわ作り、水鉄砲・竹とんぼ

作り、たこ作り、スポーツチャンバラ、カローリング、ピロポロ等

の活動を、たくさんのボランティアの方々にお世話になりながら

笑顔いっぱいで活動を進めていました。「きちんとおさえるんだよ」

と高学年の子が低学年の子に教えている姿や、お互いに助け合っ

ている姿がたくさん見られました。

　活動を通して、ボランティアの方々とはもちろん、子ども同士も

ふれあい、そして保護者や地域の方ともふれあうことができました。

　学校や子どもたちのことをたくさんの方々に知っていただくよ

い機会にもなりました。

－ 一 一

まんじゆう作り（上）はにわ作り（下）などい

ろいろな活動に挑戦

‾．ｊ回一叙回心瓦昌当今･弓ｙ．Ｑか融11- t’ 苦言勁疹“窃慰沙良一痙彦顎若⑩完安笥寄娶櫛静俯勃醤恪僣働翰桧些僑疆毎憂億歌器魯魯嗇命皐命畠命働県碓聶勣魯參命疹櫛萌指命惨令

安生佳子さん、鈴木理助さん、菊地肇さん

栃木県統計大会で表彰

　11月15日、県総合文化センターにおいて第44回栃木県統計大

会が開催され、安生佳子さんと鈴木理助さんが総務大臣賞を､菊

地肇さんが栃木県統計協会名誉会長表彰を受賞されました。

　それぞれ長きにわたり国勢調査等各種統計調査に従事され､統

計調査の発展・推進に多大なる貢献をされています。

神永助役　安生さん　鈴木さん　菊地さん

.’啓．７_･ｊ賠霞冊善抑僣窓僻一誤咎農愕営嘔春雄鐙僣笥俗音備聊謝櫓番脅僣參卓沓循櫛侮嗇櫛卓參帚昏偕昏參参偕

須藤清司さん､木村真弓さんに経済産業省

経済産業政策局調査統計部長から感謝状

　須藤清司さん、木村真弓さんは、経済産業省所管統計調音（工

業統計調査・商業統計調査）に永年貢献されたとして、経済産

業省経済産業政策局調査統計部長から感謝状が交付されました。

　11月17日に役場町長室において伝達式が行われ、清水町長よ

りお二人に手渡されました。
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木村さん　須藤さん　清水町長
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いきいきふれあい活動　藤井小円遊會
　11月６日藤井小学校の体育館にて、「いきいきふれあい活動藤

井小円遊会」が行われました。

　今回、地域の高齢者と世代間交流をとおして、学校と地域の

連携を深めることを目的に社会福祉協議会と藤井小の共催でさ

れたものです。藤井地区の自治会長さんに事前にとりまとめて

いただいた37人の地域の高齢者と日頃スクールガードや読み聞

かせなどでお世話になっている19人の学校ボランティアが招待

されました。

　倉田校長先生や児童代表の歓迎のあいさつのあと、発表は学

年ごとの運動会ダンスや合唱、よさこいソーラン、全校児童52

人の合奏を披露しました。子どもたちは、この日のために練習

を重ね、招待されたお年寄りたちも大きな拍手で応援していま

した。

　お昼の会食は、社会福祉協議会のボランティアグループによ

り温かいけんちん汁を作っていただいて、児童と招待者が一緒

の６班のグループ分けしたテーブルで楽しいひとときを過ごし

ながら交流を深めました。

賂硲面櫛命昏乖癈巻碧偕魯櫛毎倫毎傘骸参僣盾勧倫倍
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児童がいろいろな出しものを披露

　　一緒にお昼を食べて交流を行いました

晏奢替轡爆琴櫛摯奢僻蓉毎⑩參参參昏疹⑩巻命命参馨瘤嗇蓼挙

、一

一

力を合わせて大きないも握り起こしました

　11月６日、国谷落合の畑でありんこ保育園の児童によるさつま

いも掘りが行なわれました。

　安塚２の赤羽根正六さんが自分の畑に苗を植えて管理し、いも

はありんこ保育園に提供したものです。この地に初めて作ったと

いう400�のベニアズマは、子どもたちでは据り起こせないほどの

大きさのものがたくさん育っていました。

　５歳児の園児28人は、付き添いの先生たちと一緒に素手で掘り

起こして、いもと格関していましたが、自分の頭より大きなさつ

まいもを掲り起こすたび、歓声を上げていました。ありんこ保育

園では、保育園のおやつとして焼き芋にして食べる予定だそうです。

魯娶馨容啓妾幕雁命疹俳⑥萄辱寥守雪傷面毎蓉疹爆⑩毎瘤⑩砺管僣籐熔薦鋤胎蓉俗菅Ｗ疹⑩診善奢櫛曝曼俳聊腸帝憾曼臨章聯姉愉極句福優弥皆珊可蓼昌殖皆僣兪僣蓉碧御勣

青少年育成国民會議から水井正成さんに感謝状

　11月11日、国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて開

催された青少年育成国民運動発足40周年中央記念大会において、多

年にわたり青少年の健全な育成を目指し、その運動推進に尽力して

きた功労により、水井正成さんに感謝状が贈呈されました。

　水井さんは、町青少年育成指導員会長や青少年健全育成実施委員

会委員などとして地域にとけ込んだ青少年の健全育成の推進に向け

普段から取り組んでおられるとともに栃木警察署管内少年指導委

員会長や県青少年育成指導員などとしても活躍しておられます。



心

　11月８日、わんぱく暗っ子の森において、９つの地元老人ク

ラブで組織される暗線友会（小西武志代表）のメンバーにより

花の植栽が行われました。

　暗っ子の森が整備された1997年から毎年春と秋の２回実施し

ている恒例行事で、老人クラブのメンバー約30人と福祉施設む

つみの森の通所者がパンジー600株とビオラ400株を花壇に植え

ました。参加者は用意された赤や黄色の花苗を１株ずつポット

から取り出し、協力しながら丁寧に植え込みました。パンジー

とビオラは来年春まで花壇を彩ります。

EⅢ1福和田芋煮会
　11月５日、福和田地内において、福和田花壇管理組合（大橋

良平代表）主催の「第７回福和田芋煮会」が開催されました。

　大鍋に作られた本場山形風の芋煮が販売された他、苗木や野

菜等の無料配布や各種模擬店の出店が行われました。また、当

日は風もなく穏やかな晴天に恵まれ、熱気球の試乗体験も行わ

れました。

　会場は周辺自治会を中心とした多くの家族連れで賑わい、で

きたての芋煮に舌鼓を打っていました。

　　「めざそう自立・かしこい消費者」をテーマに、平成18年度

消費者フォーラムが、11月18日（土）宇都宮市男女共同参圓セン

ター・文化会館小ホールを会場に開催されました。

　これは、消費者をめぐる様々な問題について、消費者と市町、

県が共同して啓発を目的として、県内５つのブロックにわけて

開催しているものです。今年は県央ブロックで宇都宮市や下野市、

高根沢町等２市６町の団体や企業が出展したり、講演会や寸劇

なども催され、大勢の人で賑わいました。

　壬生町からは、「壬生町消費老友の会」が出展し、ごみを減

らすための工夫、リサイクル晶や手作り小物、地産地消等、日

頃の活動のようすを展示し、来傷者の方の質問に答えていました。

日頃の活動内容や小物、リサイクル品の展示が

行われました

　また、体験コーナーでは、アクリル糸を使ったコップ洗いやたわし・古フィルムケースの貯金箱の作り

方を指導し、参加したみなさんは熱心に作品を作っていました。消費について考える一日になったのでは

ないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24
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一

魚道整備についての学習會を開催
　10月26日夜、ありんこ保育園の講堂において思川魚道整備事業につ

いての学習会が開催されました。

　これはＮＰＯｒ夢くらぶ　むつみ」が子どもたちに身近な黒川に

サケがのぼってこられるようにするにはどうすればよいかと、学習

会を開催したもので、講師に下都賀農業振興事務所、役場長務諜、

参加者は町内の民間保育園、漁業協同組合、地元育成会なと･）人でした。

　県では思川魚道整備調査事業として、思川の両毛線鉄橋下から上

流は西方町小倉堰までの３ヵ所の堰の魚道、浅瀬や河川工作物など　レ・

のモニタリング調査を２か年継続で行っており、各堰の構造とマー

キングした魚を放流した結果などの説明と黒川の堰(飯塚堰と山崎堰)

の状況説明がありました。

田川、黒川こ関し、さまざまな話題がありました。

　質疑では、火光寺の堰の高低差が上流へのサケの遡上を妨げていること、思川の今回の調査をもとに鹿沼市ま

でサケが上れるような魚道整備の国庫補助につなげたい、大兄寺の堰の魚道が改修されれば黒川にもサケが上れ

るようになる、最近のカワウの被害でアユが激減している、思川の水生生物の多楡匪などの話題がありました。

おいしいいも煮にみんなにっこり

　11月19日、六美町のＮＰＯ法人「夢くらぶむつみ」（加山祐二理

事長）の「楽長くらぶ収穫祭　いも煮会」が開催されました。

　地元にいるお年寄りから子どもたちまでの交流事業として、白分

たちで収穫した野菜を持ち寄っての収穫祭を夢くらぶむつみが企画

したものです。交流広場には、育成会、老人クラブやのぞみホーム

のスタッフなど30人以上が集まりました。白分たちの畑で朝収穫し

てきた野菜で作った芋煮や朝炊いた赤飯、炭で焼いたジャガイモ、

焼き鳥などで歓談しながら、収穫祭を楽しみました。

　夢くらぶむつみと育成会で夏に一緒にまいたそばも11月初旬に収

穫が終わり、１月13日には地元のそば打ち名人を講師にして子ども

たちにそば打ち体験をしてもらうことを計画しています。

壬生町ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ
　　　優良シルバー人材センターとして表彰される
　栃木県シルバー人材センター連合会設立10周年記念式典が11月８日、

とちぎ健康の森で開催され、優良シルバー人材センター表彰において、

壬生町シルバー人材センター（神水粂理事長）が優良シルバー人材セ

ンターとして表彰されました。

　シルバー人材センターは、高齢者が就業を通じて、自己の培われた

経験と技能を活用し、社会参加の推進を回り［生きがい］を充実させ

るとともに高齢者の能力を活かした活力ある地域社会づくりに寄与す

ることを目的に活動しています。

　今回の表彰は、センター活動における享楽実績、職群班（植木・除草・
表彰を受ける神永理事長

草刈り・内装班など15班）の設置を通して多様な就業ニーズヘの対応や福祉・家事援助サービス事業など、その活

動が活発であり、地域社会への貢献度が著しく高く、他の模範となる事業運営が評価されたことによるものです。
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足助智貴ちゃん(鰹沼)
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　次回は2月生まれのアイドルを募集します。

(締切1月19日)。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承ください。

　写真裏に住所､氏名､保護者名、生年月日、

電話番号を書いて､役場企画財政課(直接或は郵便

で〒321－0292壬生町通町12－22)

または､稲葉・南犬飼各出張所､生涯学習館へ。

大塚干寛ちゃん(H15.9.21生)

　　゜忿　　宏樹ちゃん(H17.12.19生)

(下横町)

　　ひaり上田光莉ちゃん(上田)

　　(H17.12.21生)

高山莉央ちやん(安塚中央)

　　　(H16.12.1生)

渡部雅翔ちゃん(緑町三丁目)

　　　　(H17.12.20生)
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あ
る
巨
大
な
円
墳
が
「
車

　
塚
古
墳
」
で
す
。
現
在
は
、
た

　
く
さ
ん
の
木
々
が
生
い
茂
り
緑

　
に
包
ま
れ
た
お
墓
と
な
っ
て
い

　
ま
す
が
、
「
車
塚
古
墳
」
が
造

　
ら
れ
た
当
時
（
今
か
ら
拘
１
４

　
０
０
年
前
）
は
樹
木
は
∵
不
も

　
な
く
、
墳
丘
の
表
面
は
川
原
石

　
で
覆
わ
れ
、
ま
さ
に
人
工
的
な

　
構
築
物
が
古
墳
で
あ
っ
た
と
思

　
わ
れ
ま
す
。
古
墳
の
大
き
さ
は

　
直
径
が
拘
8
2
ｍ
あ
り
、
古
墳
時

　
代
終
末
期
に
お
け
る
古
墳
で
は

　
東
国
最
大
の
古
墳
と
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

　
　
ま
た
「
車
塚
古
墳
」
の
塚
の

　
南
側
に
は
、
巨
大
な
凝
灰
岩
で

　
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
が
開
口

　
し
て
い
ま
す
。
石
室
に
つ
い
て

　
は
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
か
ら
、

　
当
時
か
ら
既
に
ふ
だ
石
が
あ
け

　
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

･車塚古墳石室(南側より) ･車塚古墳と牛塚古墳(東側上空より

　　上:牛塚古墳､下:車塚古墳)

半にに目引引|||||||||||||||||||目|||||||||||目自国|||||目||||||||||
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２

３

街頭募金

職場募金

４　団体募金

27

5,413円

狸協医科大学職員……………67,976円
壬生町役場職員………………33,555円

狸協医科大学…………………

壬生町職員互助会

20,000円

10,000円
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講

演

套

ヘ

の

お

誘

い

　
壬
生
町
で
は
平
成
1
9
年
４
月
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
多
く
の
方
々

か
ら
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
「
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様

に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
よ
り

関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
く
、
本
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
来

場
下
さ
い
。

○
内
　
　
容

　
講
演
会
「
い
の
ち
の
感
受
性
」

Ｎ
ｊ
目
　
　
時

　
平
成
1
9
年
２
月
1
7
日
（
土
）

　
1
3
ニ
ハ
Ｊ
～
1
5
１
１
3
0

○
言
　
　
場

　
壬
生
中
央
公
民
館
犬
ホ
ー
ル

…
…
…
胆
歯
科

　
無
料
（
平
成
1
9
年
１
月
1
7
日
（
水
）

　
よ
り
、
役
場
内
教
育
委
員
会
生

　
涯
学
習
諜
、
壬
生
中
央
公
民
館
、

　
稲
葉
地
区
公
民
館
、
南
犬
飼
地

　
区
公
民
館
、
生
涯
学
習
館
で
聴

　
講
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。
）

し
に
に
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
昔
8
1
－
１
８
７
３

※
こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
よ

り
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
の
指

定
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

器姫焉顕職皿。

落
合
恵
子
氏
に
つ
い
て

栃
木
県
宇
都
宮
市
生
ま
れ
。
明
治
大
学
卒
業

後
、
文
化
放
送
入
社
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
経

て
作
家
生
活
に
入
る
。
身
近
な
問
題
を
取
り

上
げ
て
、
誰
で
も
わ
か
り
や
す
く
考
え
ら
れ

る
小
説
の
形
で
表
現
し
続
け
て
い
る
。
海
外

と
の
交
流
や
講
演
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

p習jll゛　　F11i・

|..¶ZZ－一一S"　　i ･i一一lj｀゛･･･1政S一こ？l　　　ti蜀蓉
:r'r'● z　　　f lu ・

;.!,;S･,11.711　　　31 tli'こ･l･゜
･･･゜===･=゜･　　　ﾐ..1.=ﾐ.j.!

湊牡言⑤甘づ燈台参入（○数字は寄付回数）

壬生町健康ふくしまつりダーツゲーム･卵つかみﾁｬﾘﾃｨ部門様①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１万７千２０１円

5千円ボランティア　コスモス様②…

虹の会様⑩…………………………………………１万円

ＪＡしもつけ壬生地区営農経済センター様⑥１万３千900円

9千612円

8千289円

壬生町たばこ販売組合様①

束彩ガス㈱壬生営業所様⑥

‥１万円

9千800円

901円

墨絵クラ

加藤国夫

匿名①

加藤目夫カラオケ発表会様①

大山武夫様①…………………………………４

壬生町民生委員協議会様⑩……………………

蒜Jj；

645円

8万円

寺内澄夫様⑧

両毛ヤクルト販売㈱様②‥‥

◆町へ

絵画｢明るい木｣

藤井小　５年

橋本　拓也

　11月21日、壬生町商工会青年部(日向野博史部長)様

から、社会福祉に役立てて欲しいと、蘭学通りまつり・

フェスタinおもちゃのまち・産業祭の益金10万５千６００

円の寄付がありました。

　11月22日、協栄産業株式会社(古潭栄一社長)様から、

まちづくりに役立てて欲しいと、50万円の寄付があり

ました。協栄産業様には毎年寄付をいただいており、

今年で10回目となります。

商工会青年部協栄産業

ｆ
ｔ
ｔ

４
４
¥
!
)
Ｓ
４
Ｑ

　５年

彩乃

藤井小

吉田

●　●　●
郷ぽ

言特

聯牡

い几

ゾ

１

月
の
納
税
等

R100
三服百合宣で〇％再三紙を使用しています
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